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11月定例会の会期日程（18日間）

	

多
彩
な
人
材
を
採
用
す
る
目
的
で
ス

ポ
ー
ツ
や
芸
術
な
ど
一
芸
に
秀
で
た
人
物
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
実
績
や
成
果

を
成
し
得
る
過
程
で
培
わ
れ
た
精
神
力
を
評

価
し
、
一
般
試
験
と
は
別
枠
で
採
用
を
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

	
職
員
の
資
質
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
強
い
精
神
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
採
用
試
験
の
あ
り
方

と
し
て
、
受
験
資
格
の
整
理
な
ど
解
決
す
べ

き
課
題
を
早
急
に
整
理
し
、
来
年
度
の
採
用

試
験
に
取
り
入
れ
、
多
様
な
人
材
の
獲
得
に

努
め
て
い
き
た
い
。

生
活
保
護
査
察
指
導
員
及
び
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
増
員
に
つ
い
て

	

生
活
保
護
受
給
世
帯
が
急
増
す
る
中
、

本
市
の
査
察
指
導
員
や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
体

制
は
社
会
福
祉
法
で
定
め
る
標
準
数
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
。
現
状
で
は
、
何
名
の
不

足
な
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
増
員
計
画
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

	

本
市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
数
と
社
会
福

祉
法
の
標
準
数
と
で
は
、
18
名
の
差
が
あ
る

が
、世
帯
の
類
型
等
を
考
慮
し
、ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
に
過
度
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
工

夫
し
て
い
る
。
今
後
も
業
務
の
効
率
化
を
図

り
、
保
護
の
動
向
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
人

員
の
適
正
配
置
に
努
め
て
い
き
た
い
。

原
爆
展
、
軍
縮
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
あ

り
方
に
つ
い
て

	

県
外
原
爆
展
の
見
学
者
が
少
な
い
が
、

今
後
の
入
場
者
増
加
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
た
、
先
日
の
国
連
軍
縮
週
間
長
崎
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
参
加
者
が
非
常
に
少
な
く
、
残
念

で
な
ら
な
い
。
広
報
や
参
加
者
の
集
客
方
法

な
ど
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

今
後
、
原
爆
展
の
開
催
自
治
体
に
対
し
、

広
報
に
よ
る
周
知
徹
底
、
立
ち
寄
り
や
す
い

会
場
の
確
保
、
地
元
の
学
校
や
関
係
団
体
の

見
学
等
、
強
く
働
き
か
け
を
行
い
、
入
場
者

の
増
加
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。
軍
縮
シ
ン

問答

問答問答

一 般 質 問
　11月定例会では、11
月27日から12月２日ま
での４日間にわたって、個
人質問（21人）が行われま
した。
　今回の質問では議員ご
とに１項目ずつ合計21項
目を掲載しています。

（
個
人
質
問
）

市
民
ク
ラ
ブ

職
員
採
用
に
つ
い
て

　11月定例会において議員提出議案の条例１件、意見
書２件を可決し、意見書については、関係行政庁及び
国会に提出しました。このうち、「ヒロシマ・ナガサ
キ議定書」のNPT再検討会議での採択に向けた取り組
みを求める意見書については、議長が内閣総理大臣、
外務大臣及び衆参両院議長に要請を行いました。

議 員 提 出 議 案 条
例長崎市議会委員会条例の一部を改正する条例

意
見
書

「ヒロシマ・ナガサキ議定書」のNPT再検討会
議での採択に向けた取り組みを求める意見書

改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書

11月24日 〔本会議〕

〔常任委員会〕

○委員長報告・議案等結審
　平成20年度一般会計歳入歳出決算等を認定
○議案上程、委員会付託
○付託案件審査（総務委員会・厚生委員会）

11月27日 〔本会議〕
〔常任委員会〕
〔本会議〕

○市政一般質問（個人質問）
○付託案件審査（総務委員会）
○委員長報告・議案結審

11月30日、12月１日 〔本会議〕 ○市政一般質問（個人質問）
12月２日 〔本会議〕 ○市政一般質問（個人質問）

○追加議案上程、委員会付託
12月３〜４日、７〜８日 〔常任委員会〕 ○付託案件審査
12月９〜10日 〔特別委員会〕 ○付託案件調査
12月11日 〔本会議〕 ○委員長報告・議案等結審

○人事案件に同意
○議員提出議案（条例等）を可決
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ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
開
催
時
期

を
考
慮
し
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し
や
す
い

よ
う
な
企
画
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

	

一
部
の
小
中
学
校
に
使
用
さ
れ
て
い
る

カ
ー
ペ
ッ
ト
床
は
、
掃
除
が
し
に
く
く
、
衛

生
面
で
好
ま
し
く
な
い
。
実
際
に
カ
ー
ペ
ッ

ト
床
が
原
因
の
健
康
被
害
も
出
て
お
り
、
全

市
的
に
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
床
へ
の
改
修
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

カ
ー
ペ
ッ
ト
床
は
音
が
響
き
に
く
く
、

転
倒
時
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
か
ら
過
去
に
お
い
て
整
備
さ
れ
た
が
、

今
後
は
、
学
校
の
意
見
や
要
望
を
把
握
し
な

が
ら
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
劣
化
の
状
況
や
施
設

の
改
修
時
期
に
応
じ
て
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
床
へ

の
改
修
を
計
画
的
に
図
っ
て
い
き
た
い
。

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

	

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト
イ
レ
の
設
置

な
ど
、
身
障
者
を
初
め
、
だ
れ
も
が
使
え
る

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
観
光
客
や
市
民
向
け
に
、
ト
イ
レ
設
備

の
情
報
が
一
目
で
わ
か
る
マ
ッ
プ
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

公
衆
ト
イ
レ
内
へ
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
の
ト
イ
レ
は
、
来
年
度
中
に
整
備
を
図
り

た
い
。
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
さ
る

く
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
、
多
目
的
ト
イ
レ
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト
対
応
な
ど
の
専
用
マ
ー
ク
を
表

示
し
順
次
内
容
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

し
尿
行
政
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

	

長
崎
市
の
し
尿
収
集
箇
所
は
、
急
傾
斜

地
に
点
在
し
、
収
集
作
業
に
多
く
の
人
員
、

機
材
、
時
間
を
要
す
る
た
め
、
他
都
市
と
比

較
し
て
高
い
手
数
料
を
市
民
に
課
し
て
い
る
。

少
な
く
と
も
低
所
得
者
の
減
免
制
度
導
入
は

早
急
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

い
た
い
。

	

本
年
４
月
の
し
尿
手
数
料
の
料
金
改
定

に
合
わ
せ
て
公
費
負
担
制
度
を
創
設
し
、
改

定
額
を
抑
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
平

成
24
年
度
に
向
け
て
長
崎
衛
生
公
社
の
大
き

な
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
中
で
低

所
得
者
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
方

策
が
考
え
ら
れ

る
か
他
都
市
を

十
分
調
査
し
検

討
し
て
い
き
た

い
。

自
由
民
主
党

長
崎
市
第
三
次
総
合
計
画
の
進
捗
に

つ
い
て

	

第
三
次
総
合
基
本
計
画
は
来
年
度
が
最

終
年
度
だ
が
、
各
政
策
の
成
果
指
標
の
目
標

値
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、

来
年
度
予
算
は
、
こ
の
基
本
計
画
と
の
連
動

性
、
評
価
の
反
映
及
び
政
権
交
代
の
影
響
と

い
う
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
編
成
方
針
で

進
め
て
い
く
の
か
。

	

平
成
20
年
度
の
成
果
指
標
の
達
成
率
は

80
％
か
ら
90
％
で
あ
る
。
今
後
、
最
終
目
標

の
達
成
に
向
け
て
施
策
の
重
点
化
を
図
り
、

第
四
次
総
合
計
画
に
向
け
施
策
の
方
向
性
を

判
断
し
て
い
き
た
い
。
来
年
度
予
算
編
成
は
、

国
の
予
算
編
成
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
総
合

計
画
の
施
策
評
価
や
個
々
の
事
務
事
業
評
価

を
踏
ま
え
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

水
道
施
設
統
合
整
備
事
業
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て

	
神
浦
ダ
ム
の
水
を
三
重
で
浄
水
し
旧
外

海
町
に
送
水
す
る
水
道
施
設
統
合
整
備
事
業

計
画
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
も
協
議
を
続
け

る
と
い
う
こ
と
で
旧
外
海
町
は
合
併
調
印
に

同
意
し
た
経
緯
が
あ
る
。
市
は
こ
の
計
画
を

見
直
す
考
え
は
な
い
の
か
。

	

地
区
住
民
の
思
い
は
承
知
し
て
い
る
が
、

現
行
の
事
業
計
画
が
安
全
・
安
定
し
た
給
水

が
確
保
で
き
る
最
も
経
済
的
な
整
備
案
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
。
自
治
会
等
へ
の
説
明

を
行
う
な
ど
地
域
住
民
へ
の
理
解
を
深
め
る

よ
う
努
力
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

自
主
財
源
確
保
に
つ
い
て

	

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
自
主
財
源

を
確
保
す
る
た
め
に
他
都
市
で
は
広
告
等
を

公
用
車
へ
掲
載
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

市
へ
の
収
入
増
を
図
っ
て
い
る
。
県
都
で
あ

る
本
市
で
は
企
業
の
宣
伝
効
果
も
大
き
く
需

要
も
高
い
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

現
在
、
公
用
車
の
活
用
を
含
め
、
一
定

の
財
源
が
確
保
で
き
、
か
つ
市
民
へ
行
政
情

報
提
供
が
可
能
と
な
る
広
告
の
方
法
や
媒
体

に
つ
い
て
、
全
般
的
に
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

公
用
車
へ
の
広
告
掲
載
も
含
め
て
、
先
進
都

市
の
状
況
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
問
題
点
の

整
理
を
図
り
、
逐
次
実
施
し
て
い
き
た
い
。

新
西
工
場
建
設
の
地
元
と
の
協
議
経

過
に
つ
い
て

	

西
部
下
水
処
理
場
の
汚
泥
の
臭
気
や
皇

后
島
の
砂
山
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
と
新

西
工
場
建
設
に
向
け
て
の
地
元
協
議
は
進
ま

な
い
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
解
決

問答問答

問答

問答問

答問答問

長崎衛生公社
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し
て
い
く
つ
も
り
か
。

	
西
部
下
水
処
理
場
の
臭
気
対
策
は
、
処

理
場
周
辺
の
植
栽
を
実
施
し
て
い
る
が
、
来

年
度
に
は
汚
泥
運
搬
時
の
密
閉
型
車
両
を
購

入
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

皇
后
島
の
砂
山

の
問
題
は
、
管

轄
し
て
い
る
県

に
対
し
過
去
に

要
請
し
た
経
緯

が
あ
る
が
、
再

度
強
く
要
請
し

て
い
き
た
い
。

自
民
明
政
ク
ラ
ブ

東
長
崎
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て

	

東
長
崎
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
検
討

委
員
会
報
告
書
の
地
元
説
明
会
に
お
い
て
地

元
住
民
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た

の
か
。
ま
た
、
土
地
区
画
整
理
区
域
の
廃
止

あ
る
い
は
見
直
し
を
行
う
場
合
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
く
の
か
。

	

未
施
工
地
区
の
土
地
区
画
整
理
区
域
の

廃
止
、
ま
た
、
平
間
・
東
地
区
の
区
域
の
縮

小
を
受
け
、
地
元
か
ら
は
下
水
道
や
東
長
崎

縦
貫
線
な
ど
の
整
備
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ

た
。
長
期
に
わ
た
り
規
制
を
か
け
て
き
た
と

い
う
経
緯
を
踏
ま
え
、
特
に
地
元
の
要
望
の

高
い
東
長
崎
縦
貫
線
の
整
備
を
優
先
的
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
立
野
母
崎
・
琴
海
病
院
の
民
間
移

譲
に
対
す
る
本
市
の
基
本
姿
勢
に
つ

い
て

	

両
病
院
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
は
、
民

間
移
譲
に
は
地
域
の
医
療
が
守
れ
る
と
い
う

担
保
が
必
要
と
い
う
厳
し
い
見
方
を
示
し
て

い
る
。
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
は
、
経
営

面
や
医
師
派
遣
な
ど
の
人
的
支
援
を
含
め
、

市
に
は
相
当
の
決
意
と
覚
悟
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
う
が
見
解
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

移
譲
先
法
人
か
ら
の
要
請
が
あ
り
、
地

域
医
療
を
守
る
と
い
う
視
点
か
ら
行
政
と
し

て
協
力
が
必
要
な
も
の
が
あ
れ
ば
対
応
し
た

い
。
移
譲
先
法
人
で
医
師
確
保
に
困
難
が
生

じ
れ
ば
、
一
定
期
間
、
病
院
局
の
医
師
を
派

遣
で
き
る
か
ど

う
か
の
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

公

明

党

住
み
か
え
事
業
の
検
討
と
活
用
に

つ
い
て

	

斜
面
地
や
住
宅
団
地
で
空
き
家
が
増
加

す
る
中
、
国
は
「
一
般
社
団
法
人
移
住
・
住

み
か
え
支
援
機
構
」
を
活
用
し
た
、
子
育
て

世
代
へ
の
転
賃
し
と
、
充
実
し
た
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
の
提
供
と
い
う
活
用
方
法
を
提
案
し

て
い
る
。
本
市
で
も
空
き
家
対
策
と
し
て
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

支
援
機
構
が
行
っ
て
い
る
高
齢
者
世
帯

と
子
育
て
世
帯
の
住
み
か
え
支
援
は
、
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
循
環
手
法
と
し
て
有
効
な
制
度

で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
本
市
で
の
活
用
に

つ
い
て
支
援
機
構
と
協
議
を
行
い
た
い
。
ま

た
、
住
宅
所
有
者
や
不
動
産
業
者
に
対
し
、

本
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

介
護
認
定
の
状
況
に
つ
い
て

	
本
市
の
介
護
保
険
認
定
調
査
員
の
不
足

に
よ
り
、
認
定
調
査
が
遅
れ
、
受
け
る
べ
き

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
な
ど
、
介
護
利

用
者
や
介
護
現
場
に
働
く
方
々
か
ら
悲
痛
な

声
が
聞
こ
え
て
い
る
。
本
市
の
調
査
員
の
体

制
と
今
後
の
改
善
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

認
定
調
査
員
に
つ
い
て
は
本
年
４
月
以

降
20
名
の
増
員
を
図
っ
た
が
、
ま
だ
不
足
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
本
市
の
調
査
員
報
酬

が
近
隣
の
市
町
と
比
べ
て
低
い
と
い
う
指
摘

も
あ
り
、
今
後
検
討
を
行
い
な
が
ら
必
要
な

調
査
員
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
普
及
促
進

に
つ
い
て

	

個
人
の
医
療
情
報
を
自
宅
冷
蔵
庫
等
の

特
定
の
場
所
に
保
管
し
て
お
く
取
り
組
み
は
、

救
急
活
動
の
際
、
い
ち
早
い
医
療
機
関
へ
の

搬
送
に
結
び
つ
き
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
世

帯
の
安
心
を
担
保
す
る
上
で
、
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
し
て

い
る
中
で
、
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る

上
で
有
効
な
手
段
と
認
識
し
て
い
る
。
救
急

医
療
情
報
に
限
ら
ず
、
高
齢
者
や
障
害
者
の

見
守
り
に
活
用
す
る
な
ど
幅
広
い
用
途
も
視

野
に
入
れ
て
実
施
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

答問答

問答

問答問答

問答

建替計画が検討されている西工場

民間移譲される市立野母崎病院

救急医療情報キット
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日
本
共
産
党

被
爆
体
験
者
支
援
事
業
の
抜
本
的
対

策
に
つ
い
て

	

被
爆
体
験
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

は
、
今
こ
そ
原
点
に
立
ち
返
り
、
爆
心
地
か

ら
半
径
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
被
爆
し
た

住
民
に
対
し
て
被
爆
者
健
康
手
帳
を
交
付
す

る
よ
う
新
政
権
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

政
権
は
変
わ
っ
た
も
の
の
、
被
爆
地
域

の
見
直
し
そ
の
も
の
に
つ
い
て
変
化
が
な
い

中
で
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
国
に
要
望
す
る

こ
と
は
非
常
に
困
難
と
考
え
て
い
る
。
現
状

の
中
で
被
爆
体
験
者
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
な
制
度
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

長
崎
県
地
方
税
回
収
機
構
へ
の
本
市

の
関
わ
り
に
つ
い
て

	

長
崎
県
が
設
立
し
た
任
意
の
組
織
で
あ

る
長
崎
県
地
方
税
回
収
機
構
は
、
他
の
市
町

の
職
員
と
一
緒
に
税
金
徴
収
を
行
う
組
織
だ

が
、
本
市
は
な
ぜ
加
入
し
た
の
か
。
滞
納
原

因
の
根
本
的
な
解
決
を
し
な
い
と
、
強
制
的

に
徴
収
を
し
て
も
滞
納
は
減
ら
な
い
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

同
機
構
は
県
と
県
内
の
市
町
全
て
が
参

加
し
設
置
さ
れ
た
。
参
加
団
体
が
同
じ
方
針
、

同
じ
対
応
で
処
理
す
る
こ
と
で
県
内
全
体
の

税
務
職
員
の
徴
収
技
術
の
向
上
と
、
税
負
担

の
公
平
性
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
徴
収

事
務
に
携
わ
る
者
の
責
務
と
し
て
厳
し
い
中

に
も
思
い
や
り
を
持
っ
て
対
応
し
た
い
。

下
水
汚
泥
の
最
終
処
理
に
つ
い
て

	

下
水
汚
泥
の
最
終
処
理
に
つ
い
て
は
、

民
間
業
者
に
委
託
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
の
搬
出
量
、
コ
ン
ポ
ス
ト
化
と
焼
却

の
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

処
分
先
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

	

平
成
21
年
度
の
脱
水
ケ
ー
キ
の
年
間
搬

出
量
予
定
量
は
、３
万
３
，２
８
９
ト
ン
で
、

84
％
を
コ
ン
ポ
ス
ト
処
理
、
16
％
を
焼
却
処

理
の
予
定
と
し
て
い
る
。
コ
ン
ポ
ス
ト
製
品

の
品
質
確
保
に

万
全
を
期
す
た

め
、
コ
ン
ポ
ス

ト
製
造
工
程
の

立
ち
入
り
検
査

等
に
つ
い
て
、

委
託
業
者
に
知

ら
せ
る
こ
と
な

く
抜
き
打
ち
的

に
行
っ
て
い
る
。

長
崎
市
民
会
議

市
長
就
任
２
年
半
に
お
け
る
自
己
評

価
に
つ
い
て

	

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
は
、
本
市
の
厳
し

い
財
政
状
況
に
お
い
て
は
実
現
可
能
性
を
探

る
ま
で
も
な
い
。
被
爆
者
に
必
要
な
諸
施
策

や
対
策
は
、
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の

他
の
事
業
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考

え
る
が
、
市
長
就
任
２
年
半
に
お
け
る
自
己

評
価
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

被
爆
体
験
者
、
在
外
被
爆
者
支
援
の
問

題
、
長
崎
衛
生
公
社
の
経
営
改
善
な
ど
過
去

か
ら
の
懸
案
に
つ
い
て
一
定
の
前
進
が
得
ら

れ
た
と
考
え
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
個

性
と
財
産
を
持

つ
長
崎
が
将
来

に
向
け
て
方
向

性
を
誤
ら
な
い

よ
う
に
、
今
後

と
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

気

走

会

国
指
定
重
要
文
化
財
旧
長
崎
英
国
領

事
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

	

旧
長
崎
英
国
領
事
館
は
、
平
成
５
年
４

月
に
長
崎
市
野
口
彌
太
郎
記
念
美
術
館
と
し

て
開
館
後
、
平
成
19
年
３
月
に
同
美
術
館
を

平
野
町
に
仮
移
転
し
閉
館
、
未
利
用
の
ま
ま

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
早
急
に
修
理
に
着
手

し
、
同
美
術
館
を
旧
英
国
領
事
館
に
戻
し
て

も
ら
い
た
い
が
、
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

	

経
年
に
よ
る
破
損
個
所
が
随
所
に
見
ら

れ
、
建
物
の
構
造
耐
力
度
検
討
等
調
査
を
実

施
し
た
結
果
、
不
特
定
多
数
の
入
館
者
を
受

け
入
れ
る
状
況
に
な
い
こ
と
か
ら
閉
館
し
て

い
る
。
国
や
県
と
協
議
を
進
め
早
期
の
保
存

修
理
に
着
手
し
て
い
き
た
い
が
、
８
年
か
ら

10
年
ほ
ど
の
期
間
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

草
の
根
ク
ラ
ブ

長
崎
県
南
部
広
域
水
道
企
業
団
に
つ

い
て

	

国
が
全
国
の
ダ
ム
事
業
の
凍
結
を
発
表

し
た
中
に
本
明
川
ダ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
将
来
の
人
口
や
水
需
要
予
測
か
ら
見

て
新
た
な
水
源
の
確
保
は
不
要
と
考
え
る
。

市
は
独
自
の
判
断
で
企
業
団
か
ら
の
撤
退
を

考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

国
の
平
成
22
年
度
の
ダ
ム
事
業
の
進
め

方
に
関
す
る
基
本
方
針
は
、
政
府
予
算
案
の

提
出
時
ま
で
に
明
ら
か
に
す
る
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

企
業
団
か
ら
の
撤
退
に
つ
い
て
は
、
国
の
基

本
方
針
が
明
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
、
関
係
団

体
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

問答

問答問

答問答

立ち入り検査の様子

オリンピック招致検討委員会の様子


